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 発表者は古書にて箱石孝藏『鼠疫予防衛生教育ねずみ唱歌』訂正再版（明治 39 年 箱石孝藏：発行 

今古堂（東京）：発売）を入手した。今回は本書を紹介し当時の衛生事情を読み取りたい。 

 明治 30 年代は『地理教育鉄道唱歌』（明治 33 年 三木佐助：発行）の爆発的流行に触発された唱歌

流行の時代である。いろいろな啓発・啓蒙が唱歌本によってなされることも多かった。 

 衛生関係については，明治 33年に集英堂から刊行された三島通世作詞『衛生唱歌』については先行研

究 1)2)があり，かつ国立国会図書館デジタルコレクションで全文を読むことも可能 3)だが，今回紹介する

『鼠疫予防衛生教育ねずみ唱歌』については目録にヒットすることもなく，先行研究もない。 

 『鼠疫予防衛生教育ねずみ唱歌』はペスト予防を目的として，啓蒙・啓発を行っている。本唱歌の記

載内容を紹介し，関連する新聞記事を読み，当時の衛生事情の一端を読み取りたい。 
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